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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

9 ※ふすま…小麦の製粉工程で取り除かれる「小麦の皮」の部分（栄養成分が豊富に含まれる） ●政治家は、落成式・開店祝等の花輪は禁止されています。

さらなる支援を

今後、バス停も設置されるとのこと

本当に必要？市道Ｂ８０号線の道路改良

答

答答

同
訓
練
（
令
和
元
年

12
月
２
日
〜
４
日
）

の
訓
練
内
容
は
。
住

民
と
の
摩
擦
な
ど
は

な
か
っ
た
の
か
。

の
建
設
水
道
委
員
会

で
市
道
Ｂ
80
号
線
の

道
路
幅
員
は
17
ｍ
で

バ
ス
停
を
設
置
す
る

と
い
う
が
、
平
成
30

年
９
月
補
正
予
算
提

今
回
の
日
米
共

令
和
元
年
10
月

実
質
の
訓
練
は

バ
ス
停
は
考
え

14
ｍ
は
一
般
部

12
月
３
日
の
一
日
で
、

朝
８
時
か
ら
夕
方
５

時
ま
で
、
演
習
場
で

小
銃
の
射
撃
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
ト
ラ
ブ

ル
な
く
終
了
し
た
。

て
お
ら
ず
、
右
折
車

線
を
計
画
し
て
い
た
。

で
あ
り
、
17
ｍ
に
つ

い
て
は
、
交
差
点
部

の
お
尋
ね
に
お
答
え

し
た
も
の
で
あ
る
。

問問

津山産ブランド化（つやま和牛）

答答 業
と
し
て
成
り
立
つ

規
模
は
。

の
支
援
は
ど
こ
ま
で

で
き
る
の
か
。

定
義
は
。

和
牛
農
家
が
事

行
政
の
農
家
へ

つ
や
ま
和
牛
の

県
農
業
経
営
指

つ
や
ま
和
牛
創

導
指
標
に
よ
れ
ば
、

新
規
で
肥
育
経
営
を

始
め
る
場
合
は
２
０

０
頭
以
上
、
同
様
に

繁
殖
経
営
で
あ
れ
ば

60
頭
程
度
の
規
模
が

必
要
に
な
る
。

出
基
金
を
設
立
し
、

繁
殖
農
家
が
肥
育
に

取
り
組
む
際
に
必
要

な
経
費
を
無
利
子
で

貸
し
付
け
て
い
る
。

肥
育
農
家
も
同
基
金

を
活
用
す
る
こ
と
が

問問

問

答

答

要
因
は
複
合
的

都
市
計
画
道
路

だ
が
、
小
学
校
低
学

年
か
ら
不
登
校
に

な
っ
て
い
る
児
童
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
保
護
者
の
養

育
環
境
な
ど
に
起
因

し
て
、
学
校
に
適
応

し
に
く
い
状
況
の
子

ど
も
た
ち
や
、
学
校

へ
の
押
し
出
し
が
弱

く
、
登
校
を
渋
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

る
。

河
辺
高
野
山
西
線

は
、
本
市
東
部
地
域

の
連
携
強
化
に
資
す

る
広
域
的
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

部
を
構
成
す
る
幹
線

道
路
で
あ
る
。
第
三

次
救
急
医
療
施
設
の

津
山
中
央
病
院
へ
の

重
要
な
ア
ク
セ
ス
道

路
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
期
整
備
が
必

要
な
路
線
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

西野修平

都市計画道路・河辺高野山西線北工区は

日
米
共
同
訓
練

道
路
整
備

道
路
整
備

不
登
校

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

津
山
産
ブ
ラ
ン
ド

問線
北
工
区
整
備
の
必

要
性
は
。

河
辺
高
野
山
西

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
機
構
改
革

令和倶楽部

髙橋寿治
未来

対
す
る
保
護
者
の
考

え
方
の
多
様
化
が
不

登
校
に
ど
う
影
響
し

て
い
る
か
。

エ
シ
カ
ル
消
費

津山ホルモンうどん研究会

支所機能は維持できるか！？北工区の早期着工に期待

村上祐二
未来

津山市の通称を「ホルモンうどん市」に

答

答答

日
本
を
は
じ
め
広
範

囲
に
わ
た
る
台
風
に

よ
る
集
中
豪
雨
・
暴

風
災
害
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
本
市
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も

見
直
し
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

向
上
の
た
め
に
、
通

称
を
「
ホ
ル
モ
ン
う

ど
ん
市
」
と
し
て
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
。

議
会
で
は
幅
員
14
ｍ

と
答
弁
し
、
決
算
質

問
（
10
月
１
日
）
で

は
17
ｍ
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
か
。

も
に
、
施
設
改
良

（
本
館
１
・
２
階
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置

こ
の
た
び
の
東

本
市
の
知
名
度

平
成
30
年
９
月

機
構
改
革
と
と

「
津
山
市
防
災

費
用
対
効
果
の

一
つ
の
手
法
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

は
、
平
成
30
年
３
月

に
作
成
し
た
。
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
岡

山
県
な
ど
関
係
機
関

と
協
議
し
た
い
。

面
も
含
め
研
究
し
た

い
。

し
て
興
味
深
い
と
思

う
が
、
様
々
な
地
域

資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
知
名
度
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

問

問問

問

がんの予防接種と「がん教育」の現状は

答

答

種
と
率
は
。
新
学
習

指
導
要
領
に
あ
る

「
が
ん
教
育
」
の
現

状
は
。

（
地
域
や
環
境
、
福

祉
に
配
慮
し
た
消

費
）
を
普
及
啓
発
す

る
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

が
ん
の
予
防
接

エ
シ
カ
ル
消
費

が
ん
に
関
し
て

エ
シ
カ
ル
消
費

の
予
防
接
種
は
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
あ
り
、
小
学

６
年
か
ら
高
校
１
年

ま
で
の
女
子
が
対
象

と
な
る
。
積
極
的
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い

る
の
で
、
延
べ
24

人
で
接
種
率
は
０
．

３
％
と
な
る
。「
が

ん
教
育
」
は
市
内
小

学
23
校
、
中
学
７
校

が
実
施
ま
た
は
予
定

し
て
い
る
。
基
礎
知

識
や
予
防
、
命
の
大

切
さ
等
を
学
習
し
、

は
、
市
と
し
て
進
め

る
べ
き
消
費
行
動
と

認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
エ

シ
カ
ル
消
費
の
考
え

方
を
理
解
し
、
普
及

啓
発
に
努
め
る
。

問

問

も
区
域
指
定
外
で
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、

岡
山
県
で
の
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
作
業
完
了
後
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂
を
行
う
。

て
は
、
地
域
振
興
課

の
一
課
体
制
に
す
る

ら
64
歳
ま
で
の
ひ
き

こ
も
り
の
方
は
、
内

閣
府
調
査
の
数
値
を

基
に
す
る
と
４
７
０

人
と
導
き
出
さ
れ
る
。

携
し
、
本
人
の
必
要

に
応
じ
た
支
援
を
実

施
す
る
。

勝浦正樹

広谷桂子

地域福祉の課題「８０５０問題」の対策は？

防
災

知
名
度
向
上

市
民
サ
ー
ビ
ス

地
域
防
災

８
０
５
０
問
題

機
構
改
革

が
ん
予
防

答答

答答

問

問問

問 い
て
、
各
地
で
は
想

定
外
の
場
所
で
被
災

さ
れ
た
方
が
多
い
が

本
市
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
状
況
は
。

こ
も
り
の
状
況
は
。

セ
ン
タ
ー
で
の
ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る
支

援
は
。

い
て
、
支
所
機
能
が

低
下
す
る
の
で
は
。

地
域
防
災
に
つ

中
高
年
の
ひ
き

自
立
相
談
支
援

機
構
改
革
に
つ

本
市
に
お
い
て

各
支
所
に
つ
い

本
市
の
40
歳
か

関
係
機
関
と
連

未来

公明党津山市議団

が
、
業
務
は
変
わ
ら

な
い
た
め
、
縮
小
す

る
も
の
で
は
な
い
。

外
部
講
師
を
招
き
授

業
を
行
っ
た
学
校
も

あ
る
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子

等
）
も
必
要
で
は
。

案
時
に
は
決
め
て
い

た
の
か
。

問生
活
状
況
、
登
校
に

不
安
定
な
家
庭

で
き
る
の
で
、
高
騰

す
る
子
牛
購
入
経
費

に
対
す
る
支
援
に
も

つ
な
が
る
。

答

津
山
生
ま
れ
、

津
山
育
ち
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
津
山
農
協
、

勝
英
農
協
管
内
で
産

ま
れ
た
黒
毛
和
種
で
、

津
山
産
小
麦
ふ
す
ま

（
※
）を
３
０
０
㎏
以

上
与
え
、
月
齢
28
ヶ

月
以
上
肥
育
し
た
脂

肪
交
雑
３
等
級
以
上

の
も
の
で
あ
る
。


